
 

特集 春に関するキーワード 

春といえば、｢花｣、｢別れ｣、そして「季節の変わり

目」です。今回は、これらのキーワードに関わる雑誌・

図書を紹介します。 

 

花：一日一花を愉しむ 花の歳時記 366（金田初代:・

金田洋一郎 著 西東社） 

著者の金田初代さんは、茨城

県出身の方です。本書は、元旦

1 月 1 日から 1 ページに 1 つ、

花の写真と関連する花の知識、

関連する歳時記(伝統・文化・文

芸など)を紹介しています。掲載

されている花は、花屋さんの花

から、木の花、野草の花、野菜の花まで。バリエーシ

ョンが豊富です。春の花だけに限らず、自然が好き、

文化や歴史が好きな皆さんにもお勧めです。 

 

別れ：日経サイエンス 2022 年 8 月号特集「渡り

鳥の量子コンパス」 P.J . ホア ＆ H. モウリットセ

ン 著 日経サイエンス社 

日経サイエンスは、科学の最先

端の話題をわかりやすく解説し

ています。貸出不可ですが、必要

な部分のコピーは可能です。 

大学すぐ横、霞ヶ浦に注ぐ新川

では、たくさんの渡り鳥が集ま

り、霞ヶ浦の魚を食べながら越冬をしています。渡り

鳥もそろそろ北の繁殖地へ帰る準備をしています。さ

て、渡り鳥はなぜ、人間のように地図を見ずに遠い繁

殖地に帰ることが出来るのでしょうか？鳥の網膜の

タンパク質｢クリプトクロム｣から、光化学反応により

｢ラジカル対｣が形成されます。鳥はこのラジカル対に 

 

 

生じる量子効果を利用して地球の磁力線を感知する

ことができます。そして、その情報を用いて繁殖地に

帰るルートを決定しているそうです。 

つまり渡り鳥たちは、まるで車のナビゲーションシ

ステムのように、自分の磁気センサーを使い、地球の

磁力を感知して繁殖地に帰るのです。不思議ですね。 

写真は、特集の一部より掲載しました。 

 

季節の変わり目：Dr. Endoの花粉症診察室（遠藤朝

彦 著 クリニコ出版） 

花粉症の症状がある方にとっ

ては、春は嫌な季節かもしれま

せんね。耳鼻咽喉科医である著

者は、花粉症発症の基本的な仕

組みや、花粉症とアレルギー性

疾患の診断法と治療、花粉症に

対する公的・社会的機関の取り

組みなどを、簡潔に分かりやす

く書いています。 

花粉症は、今まで症状の無かった方々でも突然発症

するとも言われています。花粉症に悩まれている方も

そうでない方も、読まれてみてはいかがでしょうか。 

 

春の長期貸出を実施中です。

4月 21 日(金)まで。 

卒業生の方で、まだ図書を返

却されていない方は、お急ぎ

下さい。 

＜3 月の図書館閉館日＞ 

土・日・祝日は、4・5・11・12・18・19・21（春

分の日）・25・26 日です。 

蔵書点検による閉館日があります。ご注意下さい。

20・22・23・24日です。 
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